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XML メタデータDB 統合解析ツール(UDAS) 
• 異種データをとにかく並べてプロット
できる   (時系列で比較) 
• 公開データについては日時指定で自動
でダウンロード  









     各分野を専門とする各機関・大学で収集された観測データの分散化 
     ⇒各データ間の取り扱いにポテンシャルが異なる 
          (e.g., フォーマット、コンタクト、データのHPの場所) 
    ⇒⇒データの利用者にとって、統合解析を行いにくい環境 
     Ans. : IUGONETの開発プロダクトの利用 
2．研究者の興味・関心の不連続性   
     高度100 kmの関所 ←ここを境に研究者の興味が大きく異なる 
          研究の取り組み方も異なる(中性流体 vs プラズマ粒子) 
          研究者間の交流は疎遠？？ 
     ※近年の若手研究者・大学院生の特徴として、自分の取り扱う分野以外
の関心が非常に薄い 



























  〇学会、研究会など： 多数 
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    (生存研ミッション研究、北井代表) 
〇解析ソフト(UDAS)の拡充 

































    100年以上のデータを取り扱えるように修正 






























    日変化成分を取り除くアノマリー解析
ツールの作成 

















































































































    ⇒グローバルな地球大気の上下間結合の研究の進展 
        1. 太陽活動の影響(太陽紫外線が超高層大気に与える効果) 
        2. 下層大気の長期変化の影響(地球温暖化の効果) 








    ⇒これまで以上の多様な地上観測データの相関解析が可能。 
〇メタデータベース検索やUDAS の多くのユーザーを獲得 
    1. 多くの学会や研究集会(データ解析講習会) 
    2. 大学院生や学部生が集まる「夏の学校」 
    などを通じて共同研究や学生教育の内容を紹介していく予定。 
    ⇒適切な題材を選択する必要あり 
今後の展開 
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